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との研究は ，研修構想、やその実施内容の充実改善 ・研修担当所員の資質向上衣どに資するために ，研
修の基礎的問題をと bあげ，その実施状況や笑態を究明し評価するととを目的とするものである。とと
に記す研究内容は ，研修内容のうち，特K重要視しているカウンセリング (counseling面接相談)κ
関する一実習，ローノレ・プレイング (role-playing method 役割演技法)1) vcよるカウンセリング
の継続的実習(資料n33ページ参照のとと，以下 実習と略す〉をと bあlf，実習の状況や実態を究
























があるといわれている09，S) 左右、 ，ζの方法Kよるカウンセリングの実習では ，カウンセリングの現
実的場面から ，その直接的経験がえられるので ，との実習方法は ，カウンセリングの学習に効果的左も





り，役割遂行過程は役割理論(ro1 e theory)米から一応説明されよう。 12)
自我あるいは自己に闘する学説Kは，精神分析学的立場の学説，社会心理学的立場の学説，現象学的
出易の学説などがある。 13)精神分析学的立場の学説では，個人の行動の無意識的な構造的機能とその支
配統飢的i釘係が問題にされるが，新フロイド学派 (neufreudian)といわれるサリパン (Su11 ivan， H. 





と自己の客体的側南 (Me) とのどちらかを重要視するかにより，多少，趣を長V亡するさずー 説が展開され
• 15) ，16) るととになる。ミート は，自己を IとMef'[わけて考え ，1とMeとの対応的関係から自己が




社会学者コトレJν(Cottrell，L.S.)は，行動は自己と他と0役割の関係文脈(sel f -0 ther con text)においては鐙さ
れるとし，俊割を文化的標準的役割 (cu1turalrole，modal role)とそれにそわない個人的な独自的役割 (uniquerole) 
あるいは，逸脱的役割 (deri加 trole)とにわけている。心理学者サー ジェ川 (Sargen1，S.S.)は，事態にふさわしい行動
を役割行動(rolebeha、'ior)とし，役割行動はある程度はばのある行動的型 (behavior pattcrn)をもち，所属する集団・
階級・文化などによって異なり ，事態の知覚に基づく事態的役割 (situationalrole)であり，他から役割乾期持されるものによ




容が生ずる。しかし，役割期待の不明確，役割知覚の不正確， 2つ以上の役割遂行，個人的な能力やレデネス(read ines s 準備体勢)
の欠如などの場合では，役割道行上に緊~ ・矛盾 ・ 葛藤などを伴いやすい。
との研究でとりあげτいる役割遂行に関しては.学説によっτ異なる見解とそれに基づ〈表現がなきれているが，表象化した現象的行
動であるという長では諸学説での見解が一致している設割遂行には.特定の役割に従事するという役割取得(roletaking) ， 




性の発現状態を，役割取得，役割演技，役割創造とに区別する。心理学者サー ピン (Sarbin， T. R.)ti ，人絡を自己と役割とを包括
するものとし，その内的な認知構造には，役割期待，役割知覚.位者l実現の三つの側面があるという。 ζの役割実現を社会心理学的に
みれば，ミ ドー(Jvlead， G. H.)の役割厳技 (rojeplaying) .ニュ カーム (Newcomb，T.M.)の役割行動 (rolebe-
havior) ，サー ジェントの事態的役割 (si tuational rol e)と額似している。
-2-
成立して自己と他者との対応|銅係から自己の社会的学習カ呼す念われるとし ，個人の社会的位置(地位)
に伴う役割の社会的学習の過程，役割取得過程 (roletaking pr∞ess)を強制し ，役割取得の結来。1争学習した態度 ・観念などの総体としてのMeの本質的機能を重要視している。モレノ ' は，生得的
措本的衝動を自発佐:(s卯ntaneity)であると考え ，個人の行動は一応社会的なもの伎化的固定型
cul tu日1c∞seves) I'L規定されようが，自発性の発現Kょp行動I'I発展的K行なわれるとし ，自発性
lの，20)としてのIの本質的指能を窓接視している。サーピン (Sarbin， T. R.) は ，人格 (persona-
1 i ty)を自己と役割とを包括するものとして考え ，経験の認知情造として自己をとらえ ，その中心構造
を経験的自己 (empirical sel f )とよぴ ，人格内の役割の書記知在、J椋能としてのMeV本質的機能を重
要祝している。本合・パードは1とMeとの調和的状態が適正、であるとし，モレノは自発性の発現による












ラー の役割Kは .役割への期待(以下 役割期待 role 切 ecta ti∞ という) として，カウンセ リン
22) グの 「治療!'l:Io'ける人格変容 (personali ty change)の必要にしてじ中うぶん念条件J. I(tL示されてい
るクライエントへの積極的関心 (positiveregard) .共感的理解 (empathicunderstanding)と自
己自身の統合Kよる純粋性(genuineness )念どが求められるとすれば ，とれらをみたすととが望まれ
る。したがって ，カウンセラーとしての役割遂行過程は，役割K専心従事するという役割取得過程VC;1
るものと考えられる。 23)1.r沿 ，モνノは役答Ij取得過程を ，心身相関的役割 (psychosomaticrole，自















共感的な経験である「もし ~ かのように (as if)の次元」とlて区男IJし，ζれらの次元は現象的に観
察的に把握されるという。とのサーピンの役割実現に関する分析的次元は ，役割理論K闘するものであ
るが，カウンセリングの過程κ関する研究では，シーマン (Seeman，J.)，スナイダー (Snyder，W. 
U.)らの言語的治療過程の分析的研究20，26) ロジャーズ ，ラプレン (Rablen，R.A.) ， ウォー カー















し規定するものは ，個人の独自な知覚自9場 (perceptualfield) ，あるいは ，現象的場(phenomenal 
f ie ld) (tCよるものと考えている。知覚的場で経験されるものの全体を現象的自己 (phenomenalsel f) 
ずという。現象的自己のうち ，経験の統一的全体性を自己概念(sel f concept)といい，個人の行動は ，
bもK現象的自己，自己概念Kよb決定されるという。人間の基本的欲求は， 現象的自己 ，向己概念の
維持 ・発展への欲求，倒人的適切さ (adequate )への欲求であるとし ，適切な個人の特徴は ，自己自身




(注)時ロ ヅャリアン ( Roger ian) ロジャ ズーらが提唱している来談者中心療法 (cl ient -centered therapy) 
あるいは経験主義心理療法 (experientialpsychotherapy)の立犠ということ。
- 4ー
ミュニクーション (cornmunication， 伝達)が成立するであろうと考え ，コミ ュニケーションの成立
をもたらナ知覚白楊の再構成をするとと陀あるという。
ロジャーズの自己K関する学説32)r.t次のようにまとめられる。彼はコムズ らのいう知覚的場K相当す
る杭念を経験(exper i ence )といい ，コムズらのいう現録的自己K相当する概念を自己の概念 (con-








上のもの ，潜在的な経験を ，感覚的 ，内臓的経験，あるいは器ー官の経験と表現する。ジエンドリン
(Gendlin， E. T.)3)は ，ロジャーズの経肢という概念を実証的に研究するため，人格変容の一変数と




















態VC~する心理的適正、の状態のー標設を不安K求め ， カウンセラーの役割の継杭実施Kよって ， その役
割遂行過程V亡なける不安が軽減するという想定で仮説を設定し ，不安測定検査 (CAS)34)Vてよ b検査
- 5ー
測定し縮十的に分析拘サした結果 ，との仮説が検証されている。な卦 ，第 1年次研究K糾、て，不安の




関係で把握されるとずれば，実習経験は ，実習事 (効果のある場合) (効果の念い場合〉
















@の総合的な実習経験の状態K関する様相のとと。@ 肯定的自己関心 ・否定的自己関心とは ，自己と





















計;中学校教員 11名 ，合よび，研修担当所員(教育相談担当専任カウンセラー) 5名(男子 4名
女子 1名〉言十16名
5 検査測定





~ '-/n.~.J.... I 3~ 1てすいては，その役割遂行上の困難さ，あるいは「知とィTとのずれ」 を実感するというとと。クライ
エントの役割K沿いては，相役のカウ ンセラ-(iCどのようK話しかけたらよいものかと迷ったり ，笑習
がそのままカウンセリングの場面Kなって ，自己自身の精神的安定がえられたb，同僚が演ずるクライ
エン トの迫力に感銘した タするという ζ と，などである。このような実習事態から自己がそれと~<気
付く経験事実は，自己のうちに， r情緒的，認知的内容としての意味づけ」坊をもたらすと考えられる。
との自己の意味づけとしての実習経験の意識的諸相の方向を把握するため(iC，一般意帰命の諸研究 33)
39，ラyシュとボーデン (Raush，H. L. & Bordin， E.5.)の研究 40)，斎藤国夫氏の研究 41)，水師、
一氏らの研究 12)，などを参考Vとして，実習事態との関係状況の知覚に関する調査(資料1- 1 35ペー
ジ参照のとと ，以下 R P 1という)を作成し使用する。








な意識されかかゐ時の潜在的知覚(subcept i on )に対する生活体の反応でさ~!J ，自己を変容させるとと
Kなる」という。ζの潜伝的知覚の問題(d，社会的知覚 (socialperc叩 ti∞〉や力動的知覚 (dynamic
-7-


















は ，ローノレシャ yハ・テスト (rorschachtest) などを使用したいととろであるが，研修日程.実習
計画などに余裕治吐いので，小川崎之氏の研究4伝記載してある質問紙の調査項目を借用する。 ζの質
問紙の調査項目は，彼Kより作成されたものであって，ロールシャァハ・テスト陀関するロールシャツ
ハ (Rorscbach，H.) (1)クロ yファー (Klopfer，B.) 4$ ，4$らの解釈仮説に基づ〈ものであ9，正常
群・神経症群・分裂病群(1'(対してとれを実施した結果 ，質問紙による結果とテストκよる結果との差異
は，正常群にないて最も少念かったと報告されている。ととでは ，との質問紙の調査項目をそのまま使
用し ，ζの調査を経験・情緒に関する辞宜(資料IJ-3 35ベーグ参照のζ と，以下 EEIという)
と表現する。














5liーな理由から ，大石向子氏らの研究化記載 してあるQ分類 (Q 5ort)による調査項目を借用する。 ζの
調査項目は ，彼らと古屋健治氏とが共同作成されたものであって，ゴードン (Gordn.T.) 52)の集団中
心的指導性の評定項目に基づぐものである。と ζでは ，との調査項目をそのまま使用し，との調査を指
導観K闘する調査(資料JiI-4 36ページ参照のとと ，以下 G 1 1という) と表現する。










セラーは研修担当所員が左る)を ，クライエン ト・ロー ノレと仮j?Kよんでいる。実習の実施Kあたって
の組み合せは ， 研修員 1 名と研修担当所員 1 名とでひと組みK~る。それぞれの組み合せにbいて，午
前lてカウンセラー ・ロ ールを行念い，午後~C クラ イエン ト・ ロールを行なうものであt> .実習の組み合
せは毎日変更して 5日間継続的K実施する。
諸検査.諸調査を ，次の手続きKよって ，研修員K対し個人男IJVC実施する。
R P 1 それぞれのクライエント ・ロールの実習前とクテイエント・ロールの実習後とに ，1日回(実
習前5回 ，実習後 5回)実施する。
CAS それぞれのカウンセラー・ロールの実施直前K5回実施するo
E E 1 実習開始日の前日と笑習終了日の翌日とに 2白実施する。
G 1 1 実習開始日の前日と実習終了日の翌日とVC2回実施する。
MMPI 実習開始日の前日と実習終了日の翌日とVC2回実施する。
な主i'.研修担当所員は.G 1 1の評定基準項目決定のために .G 1 1を個人男IH亡1回行なう。
R P 1とEE1とは，品等評定段階尺度のある質問紙法Kよる調査であり ，CASとMMPIは ，下
位検査項目のある質問紙法による検査である。 G1 1は.Q分類法Vてよる調査である。とれらの諸調査
・語検査の実施結果K • n1t計的な介析検討を行なうものであt>，その方法は ，質問紙法による調査Kは









世，~^・h ??? 研 成守九 結 果
(仮説ヶ 1 )について
1) R P 1の実施結果
(仮説ー 1)K闘するRPIの集計結果は ，資料JV-1(40ページ参照のとと)のRPI集計表K
記してある。 第?図は ，R P 1の調査実施 (T， IJライ1ニア十 ・ローノレの実習直前 :T'，クライエント
・ローノレの実菅直後:Tつ別 ，調査項目(i)別の品等評定段階尺度得点〈以下 得点と日告す)(fLつい
て， R P 1集計表からそれぞれの得点平均値を求め図示するものであ!?，V iはT別の得点平均間の変
化を表わすものである。念:j;>， T別 ，イ間人 (1)別のRPI総合得点の分散〈不備分散推定量tてよる)
59 Kは，コクラン(Cochran's test) の実施結果から，それらの分散聞の同一性が統計的に保証され
ているので，次KRPI集計表K関する要因分析を実施する。
2) R P Iの統計的分析検討
第 1表は，実習効果に関連すると想定される全調査項目について，その全体的効呆を統計的K介祈検
討するために，繰ほしのあるる要因州も実施結果を表示するものであ9，その要因は， I ，実習
実施回数 (N) ，Tである。との分析結果は，誤差{R(1. N . T) }に対して，個人差を表わす 1， 
実習効果を表わすT，NとTとの相互作用を表わすNXT，TとIとの相互作用を表わすTX1が ，統
計的有意差米があると検出され確かめられた。(縦十的K宥意差がるると検出され確沙諸められる場合を ，
以下 統計的K確かめられるという)第 2表は， RPIの i別得点Kついて ，部分的効果を統計的K介
析検討するために ，2要因分析(乱塊法)56)の実施結果を表示するものであ b・その2要因は， 1 ，T 
である。との分析結果の誤差{R( 1 X T) } (fL対して ，個人差を表わすIと矧効果を表わすTとが ，
ともK儲十的に確かめられる iとその得点変化の方向は ，①心のうちとけた ，@あたたかい，@新しい
見方・感じ方がひらけてくる，⑪との(実習事態の)関係κ対する信頼感がもてる左どの 4つであ t， 
(注)来統計的有意差 ある倍率的事象において，統計的推定判断を誤る危険率 (α)が， 0.05以下の場合を，一応統計的
意味があるとみなし，比較基準IL対L統計的有意差があるという。そうして ，aく日日 5の場合には帝却を ，a<0.01の場合には
帯米印をそれぞれ付して示すのが慣例となっている。たとえば，要因分析の実施結果において， 1令長の場合は，偲人目1I差異の内部に ，











































F 5S f MS F。
1771.15 7 I 253.0 'l 1 4.04来来I
， N 67.05 4 1 6.76 0.93-
T 16.0 D 1 76.00 4.21様
トー
IXN 643.35 28 
2. 2.97 五221L82700雛*1| 1 NXT 202.50 4 
τ')(1 280.80 7 4G. 11 
R (I'NT) 504.70 28 18.02 
T 35 45.55 I 79 一」一 ー ム一一一






コ¥し¥(1) (2) (3) ‘ (4) (5) (る) (7) 、-，I 、.; 1 ，，1) 
l(F hzy) 当帳 来 う軒 来 ;来 掛ヲ艇 来 提ラ転 来栄 .)!( 
onz=7 5.36 4.26 6.33 1.83 22.96 8.40 4.03 17.29 7.7 1 4.9 6 
T(Fonl=1) 楽譜 米当幹 米
告軒
n2=7 16.50112.30 0.86 0.00 0.82 3.24 0.90 1 1.55 1.05 7.50 
一 ムー 」ー一
第五表調査項目別得点差異の変動 〈ラテン方格法)
(1)研修員中心の変動 (C) ( 2)対所員中心、の変動 (Cつ くる)変動比 (C/C')
IX!R昨 WF4)叫 14)|)〈|R(Fo:戸;=12J!1'1¥l'On;=12J! v¥.ron;=12J!! i ¥J"¥I'On;=12J!1' ，ron;=12J! vyor.;=12JI i¥IV C¥I'OnF4 
9.7 1 来栄(1) 1.85 0.07 (1) 0.51 0.01 0.5 1 (1) 2.66 
トーー
4.93柴 18.50 来捧1.59 0.60 (2) 0.61 0.22 0.10 (7) 
(3) 日57 2.7 B 0.31 (3) 0.66 3.24 0.86 (3) 日.54 
(4) 0.35 0.51 0.5 1 (4) 0.47 日.75 1. 5 1 (4) 0.34 
。) 1.03 1.17 0.81 (5) 0.81 口.92 0.01 (5) 8 1.0 U 様様
(6) 0.6 1 1.0口 1.4日 (6) 0.69 1.07 1.85 (6) 0.7 7 
。)1.03 0.23 日目87 (7) 1.1 2 0.25 1.2 U (7) 0.62 
HtLO1O?t〕)上2竺44Q7R65 0 065 
0.63 (8) 2.06 0.63 1.66 (8) 1.00 
0.53 1.66 (9) 1.06 0.37 0.37 種目8--
米 4.35様 守.06来栄 。 1. 4 2 1.42. 0.75 
一f一6.5-4 来場 5.04米 1.82 2.51 0.32 6.46米
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個人差を表わす Iのみが統計的I'L確かめられる 1 とその得点変化の方向は，@広い，@ばらばらな'@
さっぱりした ，⑦自分の気持を深めるととができる，@との(実習事態の)闘係は自分の気持とずれて
いないなどの5つである。 な辛子 ，第 1表に表示する要因分析ではRPI得点を連続的なものと考えて ，
第 2表に表示する 2要因分析ではRP 1の i別得点を独立的念ものと考えて，それぞれ実施した。第3
表は ，R P 1のI別 ，i _glj， N別の得点十てついて ，実習の組み合せKまずける役割関係の関連効果を統計
的に分析検討するため1'(，ラテン方格法 (Iatin square )5~ I'Lよる要因分析の実施結来を表示するも
のであるが，ラテン方格法K沿いては ，婆因聞の相互作用が無視されるζとになゐ。その 5要因は ，実
習実施 (R) ，N ，実習の組み合せ効果 (CまたはCつである。第 3表ーくりは ，研修員を中心とす
る効果I'L関する変動 (C)を ，第 5表一(2)は，研修員の僻修担当所長との相互影響をヨ考慮するもの
であり，僻修員の対所員を中心とする効果I'LI梨する変動 (C')を ，それぞれ表示するものである。
58) ー第 5表一(3)は ，CとC'とに闘するF検定 vの笑施結果を表示するものである。 ζれらの闘速効果
の i月1)得点差異は， TとT'との得点差から求めてある。ラテン方格法を適用する対象は ，その条件をみ
たす研修員5名 ，A ，C，D，G，Hであ.!J，と ζでいう条件とは ，ζれらの研究員が ，RとNとI'Lむ
いて重複してい左いという ζ とであるc
第 5表一(1) VC示すと川 ，誤差 {E(C' N . R) } 1'(対して ，研修員中心の変動を表わすC，実
習笑施回数の差異を表わすN，実習実施順序を表わすRの5袈因が ，ともK統計的K確かめられる iと
その得点変化の方向は，@ζの(実習事態の)凶係、K対する信頼感がもてる ，の 1っと総合待点とVCI>'
いてであ.!J，研修員中，Gの変動を表わすCのみが ，統計的I'L確かめられる iとその得点変化の方向は ，， 
①心のうちとけた，②あたたかい，などの2つでるる。第 5表ー(2) VC示すとなり ，対所員中心の場
合では ，それらの要因が統計的に確かめられる iは念いというととを表わしている。第5表ー (3)I'L 







( 1)全体的実習効果に凶しては ，RPI得点の 5要因分析から ，制査実施月1)差異 (T) ，実習実施回
数 (N)と調査実施 (T)との相互作用別差異 (NX T) ，調査笑施 (T)と佑l人(1)との相互
作用別差異 (TX 1)などが ，統計的κ確かめられる。(第 1表 参照のとと)




( 3)実習突施上の|剥述効果1'(闘しては ，}{ P 1調査項目別得点韮異の変動の裂因分析から ，①心のう
ちとけた ，@あたたかい，@乙の(実習事態の)掬係K対する信頼感がもてる，などの 5つの制査
- 12ー

















ルミ Q}→ d→ L 。
I(FonI=7) 来予桂 楽器 楽楽 来栄
O2=28 6.67 ι7 7 26.00 1 4.85 
T(Fonl=4) 
02=28 2.02 1.72 。.70 1.42 
第 4表標準得点の要因介析
F SS f MS Fo 
Fa 45.41 4 11.35 14.32・器楽
l 1 7 O.49 7 I 24.35 30.8日米米
T 7.96 4 1.99 2.51米
FaX 1 1 73.9 6 28 6.2 1 
lXT 31.41 28 1.12 1.41 
τ'>< Fa 16.69 16 1.04 1. 3 1 













( 1)研修員中心の変動 (C) ( 2)対所員中心の変動 (Cつ ( 3)変動比 (C/(:')
はR伊onI=;)1z=1 N伊onl=;)02=1 C伊nI= 4)可12=12民R(Fon1= 4) 12=12 Ni1FOInl12==1421 'crFnl=4) 。llz=12長Vc同;コ)
~-) 日ー20 口.32 2.72 cj3-) 0.1 1 0.1 7 0.1 1 ，t) 8.口口栄
d-) 2.96 4.78 13日日来来 cH 日.53 1口8 0.04 dー) 5.59 
L 1.88 0.75 28.2日来栄 L 0.18 日73 0.03 L 75.00 来栄。1.66 0.50 22.00帯端・ 。。目20 日06 日10 。25.64 来米
~ 1.7 5 1.00 13.00 来米 Q4 0.36 0.21 0.36 ~ 7.42来
T. 0.26 0.98 13.8 3 米米 T. 日.04 0.1 5 0.15 T. 15.76米
」ーー
- 1 3ー




立l上のRP J VC関する統計的分析検討から ，RPIの得点変化が認められ念い ，あるいはその得点が
ある一定の品等評定段階尺度に収飲するであろう ，という統計的分析検討上の帰無仮説が棄却される結
果 ，一応 (仮説-1)は検証されるものと認められる。α守号vcr対しては ，以下 向じ)
2 (仮説 ー 2 ) I[ついて
1) C A Sの実施結果
(仮説-2) vc関するCASの集計結果は ，資料lV- 2 (41ベージ参照のとりのCAS集計表K
記しである。第 2図は ，CASの調査実施 (T)月IJ，不安因子(Fa)別の標準得点 (d.S. )~てついて ，
CAS集計表からそれぞれの得点平均値を求め図示するものである。な訟 ，CASは ，一応標準化され
た検査であるので ，分散の同一性K関するつク ラン検定は実施し-てい乏し、む









( 1 )全世F的実習効果に関しては ，CAS標準得点の 5要因分析から ，検究実施男l監異 (T)がt指|的
K確かめられる。(第 4表参照のとと)
( 2)部分的実習効果に倒しては ，CASの不安因子別標準得点の 2袈因分析から ，検査実施別差異が
統計的に確かめられない。(第5表 参照のとと〉
( 3)実習5築地上の関連効呆に闘しては ，CASの不安因子別出様得点の要因分析から ，dーJ，L ，0， 
'4念どの 4つの不安因子とその総合結果が ，編十的κ確かめられてなt，とれらの傾向には ，笑習
の組み合せになける研修担当所員別室典ーによるものでは左(，研修員自身vcみられる独自のもので
ある。危な ，CAS標準得点は低下する傾向十てある。(第d表 参照のとと)
正しとのCASvc関ナる統計的介析検討から ，CASの標準得点変化が認められない， あるいは ，それ
が上昇する傾向にあるであろう ，という縦十的分析検討上の'胤無仮説が紫却される結果，一応(仮説-
2)は検証される ものと認められる。(符号vc関しては，以下 問じ)
3 (仮説 - 3 ) ，ζついて
一 14-






F SS : f Fo 
9.50 7 I 1.35 3.64 手軽米
26.60 9 I 2.95 7.98 莱軍「
T 1.60 1 1.60 4.32一葉一
Ix i 49.00 63 日.77 2.08 帯持
iXT 0.9口 9 I 0.1日 0.26 
TX 1 3.60 7 I 0.5 1 1.37 












F SS IMS 
3.9日 7 10.55 
41.01 9 1 4.55 









ixTI 3.56 I9 I039 1 
」EZ -I-~ 7 Iと工~竺二戸とi. T)I 2 6. 3 9 I 6出.42
T. 11 31.45 1 1 59 
第 10表 ExT (Ep.lp)得点の要因分析
F SS t MS F。
に尽二込1 (官o~~~) I T(Fo~~:;) ¥' vnF711"'Un2=07 IXI伊oZ)T(Fo:戸)2=7 ExT 94.47 1 1 94.4 7 26.02 帯来94.72 7113.53 3.72 
「
(2)0.8 1 I 0.0 7 
(3)6.05米 0.28
日記 1.16 日18 I 
! (5) I 1.33 I 1.33 I 
(6)3.00 I 0.28 
(7) I O. 3 7 I O. 7 1 
(B)1.00 I 1.0日
一(竺L竺竺j_ーど止」'~巴こ! ~~.~ I 



















T 38.28 1 I 3 S. 2 8 10.54来一一
ExT>く I 39.28 7 5.61 1.54 
IX'f 88.47 7112.63 3.47 
日E-0.34 0.34 日.09
R (ExT 1.1')百25.万41T1 7 3.63 
T. !38 0.97 I 31 i 
(仮説-3) vc関するEE 1の集計結果は ，資料1Y-3 (43ページ参照のとと)のEEI集記表K
記しである。なお~ ， E E 1の実施結果の集計は，資料IY(39ページ参照のとと〉に記してある操作的
手続きKより笑施したものである。 EEIは ，経験型 (ExT)VCi，>いて，外拡的経.験型 (extratensive 
person，以下 Epと略ナ)と内拡的経験型 (introversiveperson，以下 lpと略す)とに区別され，
情緒統命Ij型 (F皿 T)VCTいて，外的統制型 (outerc∞trol ，以下 υcと略す)と内的統制型(inner 









第 5図と第4図とは， EEIの調査実施 (T，実習事前 B T • 実習事後 AT)， i月IJの品等評定段





第 7表は ，実習効果に関連すると想定されるEpの金調査項目について ，その効果を統計的K分析検討
するためVC，繰り返しのある 3要因分析の実施結果を表示するものであt，第8表は ，第 7表と同じ統
計手続きKよる実施結果を表示するものである。とれらの要因分析Kなける 5要因は ，1 ， i ， T など
の 5つである。編十的K即詠められる要因とその相互作用の項を記すと ，第 7表では ，個人差を表わす
1 ，Epの調査項目別差異を表わずし ，実習効柴を表わすT， 1とiとの相互作用別差異を表わす 1X i 
念どの 4つであり ，第8表では ，1 ~の調変項目別差呉を茨わすし ， 笑習効果を表わすT ， 1と1との相
互作用局1J差異を表わナ1X i ， Tとlとの相互作用別差異を表わすTxlの4つである。第?表一(1) 
は ，Epのi別得点Kついて ，部介的効果を統計的K分析検討するため(rC，2袈因介析の実施結果を表示
ナるものであり，その 2要因は ，1 ，Tである。第?表ー (2)は ，その(1)と同じ統計的手続きに
よるIp(rC闘する実施結果である。第 9表tてないて ，a.十的vc確かめられるものは，その(1 ) Ep(rC i，'け
る個人差を表わすlについてであ!J，それらは ，@向分をとbま〈社会情勢K敏感である ，@気分が沈
んでいる時でも刺激がるれば元気Kなる ，⑬自分の個人的なととがらKついて派〈考える よDも，まわ
!JVC起ったζとがらについて ，想いをめぐらすととのほうが多いなどの 5つである。第 10表は ，笑習
効果に関連すると想定されるExT (Epとlpとを含む)の金調査項目について ，その総合的効果を伝富十
的K分析検討するためVC，繰P返しのある 5要因分析の笑施結果を表示するものであ.t，その 5要因は ，
ExT，I，Tである。との分析結果は ，誤差{R ( Ex T. 1 . T) } VC対して，経験型別差異を表わす










TXl 3.15 7 0.45 1 1.25 来来
R (1. i.匂 2.21 63 日目。4
T. 1 25.6 0 159 
第 12表 1c 得点の要因分析
F SS I MS F。
I 1 4.13 7 2.10 6.ちも 米米
l 1 17.14 15 7.80 23.6 3 米米
T 0.14 0.1 4 0.42 
lx i 79.19 1 05 0.75 2.27 米米
iXT 4.93 15 0.32 0.96 
TX 1 5.44 7 日77 2.33葉
R (l-i.1) 34.49 105 0.33 


















lLI ー1.0 日 +1.0
/ X。
第 13表調査項包月1J得点の要因分析
( 1) Oc ( 2) 1 c 
六lI(Ffz;)T(Fo~戸) Pぐ1 (Fo~~:;) 。n2=f TFnI=1) 「12=7
4.05時 2.66 2.44 日.00
2 6目57持 1 1.1 3"'" 2 1.67 日.51
3 1.00 0.35 5 0.80 0.00 
4 1.0口 日.14 4 4.00者 日日O
5 6.84者 1.00 5 1.28 0.41 
6 1.65 日.00 d 3.0 1 1.33 
3.0口 0.00 7 1.49 0.37 
6.15米 0.85 8 4.0口来 。.28
3.日日 0.00 9 0.34 1.57 
2.1 2 1.00 10 1.00 2.07 
2.32 
12 I 3.0 0 日.48
13 2.4 0 0.1 7 
14 I 3.97栄 1.日日
1i竺15i1 2日E 0.18 
1.00 0.0口
- ~ 7 -
れにないて，よタ高い品等評定段階K接近する傾向にあるので，経験が拡大されつつあるととをしめす
ものである。(第 3 • 4図 参照のとと)
3) E m Tの実施結果






K関する記述は省略する。第 11表は ，Ocの全調査項目に関する 5要因分析の実施結果を表示するもの
であ!1，第 12表d.，lcの全調査項目に関する 5要因分析の実施結果を表示するものである。第 11表
では， 1 ， i ， T ， 1 x i ， i X T ， Tx 1などの6つが ，第 12表では ，1，i，IXi，TXIな
どの4つが，それぞれ統計的κ認められる。第 13表一 (1 )は ，Ocの 1別得点K関する 2要因分析の
実施結果を表示するものであ t，第 13表ー(2)は， 1 cの z別得点K闘する 2要因分析の実施結果を
表示するものである。第 13表ー (1 )では ，個人差を表わすIど楽習効朱を表わすTとが ，ともK統
計的K確かめられるものは ，②あま hとだわらずK感情を訟もてκ出しているの 1つであり，個人差を
表わす I のみが統計的K確かめられるものは ，①~ vcかきっかけがあると，すぐ感情的陀なってしまう ，
⑤感情的に念るような ζ とがあっても冷静でいられる ，@衝動的Kなるとすぐ外Kあらわれやす凶など
の 3つである。第 13表一 (2)では ，④ものごとを正確に判断するととがで きる， @自分自身を頼り
にできる ，⑬愛したい ，主た愛されたいという気持をうまくセーブするととができるなどの 5つが，統
計的K確かめられる。第 14 ~受は，実習効果に関連すると想定される EmT (OCとlcとを含む)の全調
査項目Vてついて，その総合的効果を統計的K分析検討するため(tL，繰タ返しのあるる要因分析の実施結
果を表示するものであ9，その 5要因は .EmT ， 1 ， Tである。 ζの分析結果は，誤差 {R (EmT・
1 .T) }vc対して ，情緒統制型別差異を表わす EmTのみが，統計的K刷ゐめられる。な:1:.'，Ocの得
点傾向は，よ b高lハ品等評定段階!1:接近する傾向にあるので ，情緒の社会統制が促進されつつあるとと
をしめすものである。
次VC，第 15表は ，実習効果に関連すると想定されるEE 1 { E x T (Ep， J p) とEmT (Oc， Ic 
とを含むjの金調査項目Kついて ，その全体的効財統計的附相附するために ，繰惜しのある 5
要因分析の実施結果を表示するものであ!1，その5要因は ，EEIの経験や情緒統制の類型 (E) ， 1 ， 
Tである。 ζの分析結果は ，誤差 {R(E . 1・T)} vc対して ，EEIの類型別差異を表わすE ，調
人差を表わす1，実醤効果を表わすT，個人と調査実施との相互作用別差異を表わす lxT，調査実施




るつこの外在性VC ~射する笑習経験の意識的諸柁の方向を犯握するため(1: EEI を実施し ， その得点変化
- 18-
の編十的分析検討を行在った結果，ζの併究条件の限!:>VC:j;'いて，次のゆ笑が認められる。
( 1)全体的実習効果に臥しては ，EE1待点の5要因分析から ，調査実施別差異 (T) ，個人 (1と
調査実施との相互作期別差異 ，調盆実施とEElの類型との相互作用男1)差異などが，銃計的l吃確か
められる。(第 15表参照のとと)
(2) EE IV'_)経験型(五xT)に闘しては ，外拡的経験型 (Ep)と内拡的経験室主(lp)とKないて ，
それぞれの 5要因分析から ，訪誼笑施別差異 (T) ，ぞれと他の接因との相互作用別差異などが統
計的VCi{l1かめられる。さらに ，EE1の情緒統1liJ型 (EmT)に関しては ，外的統制製 (00)と内
的統治IJ型(10)とにないて，それぞれの 5要因分析から ，調査実施別差異 (T) ，それと他の要因
との相互作用JlI盛典などが紛計的K確かめられる。(第 i， 8 ， 1 1 ， 1 2表参照のとと)
(3) EE 1の全調企項目K関するEEIの類型 (E)月lJ，調査項目(i )別の 2要因分析では，外的
情緒統衛l腿(Oc)VCシいて，@あまり ζだわらずに感情をあ、もてK出しているの 1つが ，統計的K
確かめられる。(第 13表一(1) 参照のζ と)
友好，研修員の個人差を表わすIが送信十的κ確かめられて:j;>!:>，俗緒統制型 (EmT)の内的統





4 (仮説 -4 )について




G 1 1の基準と略す)は .G 1 1の縦十的分析検討K使用するためVC，研修担当所長5名のG1 1の実
施結果からえたものである。
~事;- ，との基準と，神伝川県教育センタ ーのカウンセラーの方々が選定する理想、の教師像と しての
G 1 11'(関する評定基準項目刊とのピアスン(K.Pearson)の相関係数(以下 rと絡す)61)は，
日835(0.761:;五ρ三五 G.905) +であ.!?，( ) +のなかは母相偽係数 (ρ〉の9甲骨推定の信頼区聞
を示す。
2) G 1 1の統計分析検討
第 16表は，実習効糸('[1剥速すると想定されるG1 1の金制査項目から，縦十的分析検討のために無
作為抽出された 15の調査項目を ，調査実地(笑官事前 :BT，実習事後 :AT 羽IJ，個人 (1)月IjVC表示
するものであ!:>，表C得点は ，G 1 1の品等評定段階尺度待点(以下 得点と略す〉であるr 第 17表
は，第 16表のG1 1の1/5抽出項目に出する繰タ返しのある 5要因介析の実施結果であ!:>，そのき要
因は， 1 • i ， Tである。 ζの分析結果は ，誤差 {R (1・i. T) }!'C対して，個人差を表わす 1• 
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第 14表 EmT (Oc.Tc)得点の要因分析
FI SSI f I MS I Fo 
E田T 1134.891 11134.89121.30持
I I 57.55 I 7I 8.2パ1.29
T1 12.621 1 1 1μ パ1.99 





16.78 I 7 2.39 I 0.37 
31日lf1
第 15表 E E 1 (ExT.EmT)得点の要因分析
F S5 f M5 Fo 
E 321.68 31107.22 33.10 来栄
209.69 7 29.95 8.97 来栄
T 47.40 1 47.40 14.19味，来
E)く1 128.90 21 6.13 1. 8 3 
IxT 61.82 7 8.83 2.64 米業
岱<E 50.53 3 16.84 5.04 金持味
R (E'l'T) 7日17 21 3.34 
T 890.19 63 
調査項目男1虚異を表わす i ， 実習効果を表わすT~どと ，それらの要因間の相互作用別差異在どとが ，
統計的K確かめられる。第 18表は， 1別， T JlIJのG1 1の実施結果K関する f ，それらとG 1 1の評
定基準項目との r友どを表示するものである。表の fvは， 1別 ，T5JIJのG( 1の実施結果，他人別の実
習事前と事習再織とのC1 1の調査項目間VC;)O'ける rを示すものである。 fBは， 1 JlIJ ， BTのG1 1の実
G 
第 16表 1/5抽出調査項目得点
庶子三、 (7) (9)1(11) (14) (20) (23) (31) (37) (43) (47) (54) (60) (61) (71) (75) 
A 5 -3 。-1 2 -1 -2 D 。2 
B 5 -2 1 。2 2 。 -2 1 
C 5 2 。。-'2 -2 -1 。。 2 
D 5 1 2 日 。。D 。
BT 
E 5 2 一1 2 4 2 -3 -2 -2 1 日 。
F 4 。 1 。3 2 -2 1 2 。 2 2 
G る -2 日 日 。 -2 2 -3 。 ー2 口 2 
日 5 。。ー1 2 。-2 5 。
一一一←一一一 一A z 。 2 -2 。1 。
ト子ト?-2 -1 。2 2 -2 -2 2 -2 日 1 -2 2 -2 一1 。。
D ろ 1 2 。o !-1 1 。。 。日
AT 1-
E 五 1 2 -1 -1 。1 。-3 。 -2 。。。。 ー1 o 1-2 2 -3 1 2 。2 2 
2 -1 -2 2 一2 2 2 D c D D 
lH 2 I 0 2 2 -2 -2 Iー 1 日 1 ー一一 」
-2 0ー
施結果 ，個人別実習事前のG1 1の実施結果とG1 1の基準との調査項目間t亡命けるrを示すものであ
t • fAは .1月IJ.ArのG1 1の実施結呆，個人別笑習事後のG 1 1の実施結果とG1 1の基準との調査
項目筒K辛子ける rを示すものである。次VL.街修員8名のG 1 1の総合結果は .G 1 1 V基準との関連
K幸子いて，表の計 (T.)VL.それぞれ表示してあ9，rv=0.657 (0.362;;五ρ妥 0.793)ぃ fB = 
0.520 (口.263三五ρ孟 0.70 1 )十， rA =口.662 (0.45 2豆ρ孟 0.796)一; と左どと在るo ~名、 ， 研修
担当所員5名のG 1 1 V総合結果は ，G 1 1の基準との関連にないて ，f'=0.803 (0.664豆ρ孟








を表わす性質があるので ，次(tC， fvを一定とする場合の fv， fA ， fB の 3者κついて ，偏相関係数
65) 
(rAB.V) を求めるととも(1(，その検定 を実施する。その結果は， f AB. V = 0.4 8 0であタ ，その検
う任帝








( 1)全体的笑習効果に闘しては， GIlys無作為抽出の調査項目得点の 5要因分析から，調査実施
別差異 (T) ，調査実施と他の要因との相互作互作用別差異念どが ，統計的に確かめられる。(第
1 7表参照のとと)
( 2)全体的実習効果に閲しては ，G 1 1の基準との闘速に品、いて ，G 1 1の総合結果の相関係数とそ
の検査で把握される。 G1 1の得点変化は ，笑習を継続実施するにしたがって ，G 1 1の基準との
相|必係数は高〈在ることが ，統計的K確かめられる。(第7図 参照のとと〉
( 3)さらに， G 1 1の総合結呆の偏相|鉛係数とその検定{宅島、いて ，G 1 1の得点変化を一定とすれば ，
偏相関係数(rAB・v)は 0.480であタ，偏相剥係数は日でないという統計的念保証がえ られる。し
たがって， (2)との凶速から ，G 1 1の得点変化が， GGの基準K接近する方向κ名古いて，迷統
的な|剥速の5ちK行なわれるζ とが，統計的K確かめられる。
以上のG1 1 VL凶する統計的分析検討から ，G 1 1の得点変化が認められ念い ，あるいは，それが無
作意の結果である ， といラが'~.十的分析倹討上の帰無仮説が棄却される結果 ，一応(仮説- 4)は検証さ
れるものと認められる。(符号κ闘しでは，以下 問じ〕
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第 17表 1/5無作為抽出の調査項目得点の嬰因分析 第 18表他人男l畑出係数
F 55 f M5 F。
I 10.16 7 1.43 3.86 味米 li三 fv 
1 24 6.08 1 4 1 7.57 47.48 来栄




lxi 1 78.1 6 98 1.8 1 4.89 来栄 D 0.718 
ixT 11.61 1 4 0.82 2.21楽 E 0.728 
1'X 1 38.53 7 5.50 14.86 米米 1 F 0.45 2 
R (1' j.カ 37口5 98 0.37 G 日750
1'. 523.40 239 




1 t 1= 1.992* ~=0.D465) 守( r'=口.8日3)
② 母相関係数の差の検定 〆 l 
1 t川1=1け.16“6(収α=0.2462) /: "¥ 
@ 相関係数の差の検定 / : " 
t = 0.791 ①兼↓ 、②.
/ G 1 1の基準 ¥ 












(fB = 0.5 ~ 0)←一一一一③一一一→ 一(l'A，=0.662) 
、、
/ s;←ーーーー一一ーー(fv= 0.65 7 )ーーーーーーーーーミ~
(実習事前) 研修員 (実習事後)
5 (仮説 - 5 )について












表K記してある。第 8図は，MMP1の検査実施 (1'，実習事前 :1九，実習事後:&r)別，検査尺度(
s ，妥当性尺度 :Sv，臨床尺度:5c)別のTスコア (Ts，標準得点d.s.，平均 50)について， MMP1 
集計表からそれぞれの得点平均値を求め図示するものである。なな， MMPltJ:，一応標準化された検
査であるので ，分散の問寸生(1[1掲するコクラン検定は実施してい念いし，MMP1の尺度の内容は ，妥











MPIを実施し ，そのTスコアの変化の統計的分析検討を行念った結果， ζの研究条件の|以!?VC:t'いて ，
次の事実が認められる。
( 1)全体的実習効果K倒しては，臨床尺度Tスコアの玉要因分析かQ，検査実施 (T) と個人(1 ) 
との相互作用別差異 (1X 1 )が，統計的K確かめられる。(第 20表 参照のとと)
























ろである。 ロジャー ズ らの現象学的自己理論に属する学説から，笑習事態の役割遂行過程tて|認する問題
一 之3-
第 8図尺邸内スコア平均値
















Ts'i1今L 吉氏!日sD Hy Pd Mt Pa Pt Scぬ Si
(Sv) ; (Sc) 
F SS f MS F。
236.38 33.76 0.57 
Sv 3426.25 311142.08 19.36 来栄
T 6.25 1 6.25 0.10 
IXSy 3490.75 21 166目22 2.8 1兼
SvXT 1 2 7.6 3 3 42.54 0.72 
Txl 8 1.25 7 1 1.6日 0.19 
R (1'丸.1フ1238.87 21 58.99 
T. 
第 20表臨床尺度 (Sc)Tスコアの要因分析第 21表尺度別Tスコアの要因分析
F SS MS F。
2085.85 7 297.97 I 8. 27時
Sc 6247.93 中169L.21 119.27'*帯
T 97.65 2.71 
lxSc 5779.22 63 91.73 2.54 報栄
ScXT 485.54 ? 
τ'XI 980.80 7 140.11 3.89 来来
R (1・Sc'T) 2268.51 63 36.01 
T. 17945.50 159 
( 1 )妥当性尺度 (Sv)
|てlpn14) T(Fo~~:~) 。02=7 02=7 
? 4.64来 0.64 
L 2.85 1.20 
F 1.78 0.35 
K 2.22 0.79 
(2)臨床尺度 (Sc)
l宝l(F02二)T伊n1=1)。02=7
Hs 5.81常 1.23 
D 11. 7 8 米米 1.守口
Hy 4.38米 0.31 
Pd 2.1 1 8.1 7 柴
Mf 1. 4 1 0.31 
Pa 0.5 1 0.47 
「一一
Pt 2.7 3 0.18 
Sc 3.01 0.1 8 
Ma 2.69 日92
Si 2.72 0.00 
(注)*MM P 1の測定尺度
・妥当住 尺 度($.，) 
?疑問点 L 強制点 F 妥 当社得点 K K点
・臨床尺度 (SC)
Hs 心気喰尺度 D 鈍Jうつ住尺度 Hy:ヒユテ リー尺度
Fd 精神病質的側俗世尺度 Mf 性 皮尺皮 Pa 例執也尺~ Pt 精神衰弱尺度


















もDである。な公 ，との閉鎖的な意味づけvcr.刻しては ，(仮説-2) と闘達するものと考えられる。
(仮説-2) itC闘するCASの併究結果から，①実習効果としての笑習経験の意識的使化は ，CAS









る」の調査項目VCJ認められる。なか ，これらEE 1の変化は ，個人差のある研修員自身K生起するもの
である。
(仮説-4)に関するG1 1の研究結果から，<1演習効呆としての突督経験の意識的変化は， G 1 1 
のQ分類の総合結果を ，研修姐当所員Kより選定したG1 1の基準K対して，よP接近させる方向に変






P 1 ;襟準得点 (Tスコア)を，総合的K低下させる結朱， l¥Ill¥j P 1 "亡よ D測定される人格特性を心理的
適応への方向K変化させるという傾向がある。@その人格特性のゑ:イヒの程度はわす'iJ.であるが，特κ，












学的理論の学説K基づ〈 諸仮説を ，実習効果K関連すると考えられる個人的機能 ，特K知覚 ・情緒・ 態
度 ・人格特性 ，あるいは人格K除する客観的測定から，統計的K検証しようとするものであり ，その実
験計画の全般Kわたる数量化の問題がある。時ζの問題は ，仮説検証のために使用する検査 ・調査の選
定とともに ，数量化のそテソレが ，一応研究計画K議入されるかどうかというととである。念む ，心理泊三学
的な個人的機能には ，欲求 ・動機.情緒 ・態度・人絡特性や人格念どがあると考えられる。
(仮説-1)と (仮説-2) とは ，自己の解放性あるいは閉鎖性iてついて，対応的関係κあるもので
あって ，それぞれK関する研究結果は ，実習効果としての実習経験の意詩的諸相Uてないて， 自己の開放
性を促進するという変化がみられ ，一応実否そのものが ，僻修者中心κ行なわれていると考えられるし，









き〈影響しているととが明らかtてなり ，ζのととについては ，すでK第 1年次ft究Kむいて ，解明され
ている事実でもある。
む す ぴ
との第 2年次研究の内容を要約すると ，次の記述となる。当教育研究所が実施している 「中学校カウ
ンセフー長期研修」では，カウンセリングlて闘する実習方法のーっとして ，ローノレ ・プレイングによる
継続的念カウンセリング笑習を行Zとっている。 ζの方法Kよる尖習は ，カウンセリングK闘する経欺的
学習Uてあたって ，効昇的な ものでるると経験的Kいわれていゐので ，ζ とでは ，@f修IfC会ける実習効果
b一端4・，実証的lそ究明l評価 しよう Lするものであるの研究tてあたり， ノりウンで 1)/グκ艮jする統合
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約学習は ，研修員自身の自己肯定的経験のうちVζ行なわれるものと考えて，諸仮説をロジャー ズ ，コム
ズとスニ yグらの現象学的自己理論から設定する。諸仮説は ，個人的次元の実習効果 ，実習経験の意識
的諸相の変化(，z:t錯するものでさ:，!>，笑習事態κなける，①自己の開放性，@①との対応、関係、にある自己
の閉鎖性 ，@自己の外在性，@肯定的自己樹心とそれK関連する自己の主体性，@自己D心理的適応性
などの5つでるる。客観的視IJ定Kよる諸仮説の検証のためVL，①関係、状況の知覚K闘する調査 (RP 1) 
@関係状況の不安K関する検査 (CAS) ，@経験・情緒統制の傾向に関する調査 (EE 1) ，④指導
観に関する調査 (G1 1) ， @人格特性あるいは人格K関ナる検査 (MMP 1)念どを実絡し億十的分
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(邦訳注 21 と悶錨容， p.75-103.) 
注 30)注26)と悶掲苔， (邦訳 P. 158. ) 
注 31)注5)と伺掲筈
注 32)注4)と同宿笹
注33)Gendl in E. T， E却 eriencing;A Variable in the Process of Therapeutic Change. A. J . 
Psychotherapy， 1961. (邦訳注 27 と同蝿筈， P. l 71-1 91. ) 
注 34)鴎顕 太郎監 I不安測定テストJ東京心理， 1 960. 
注 35)阿部満洲箸 rMMP1 J三京房， 1963. 
注36)注 1)と向掲書 ，p.2 43. 
註37)注4)と同総書， (邦訳 P. 180) 
注38)Pemberton， W. H. Nondirective Reorientation in Counscling ETC. Vol. XV1 No.4， 
1949. 
注 39)Russo， S， & Jaques， H. W， Se皿 anticPlay Therapy， 1n Our Language and Our World. 
Harpcr & Brothers， 1959. 
注 40)Raush， H. L. & Bordin. E.8. Warmtb in personality developrnent and in psychotheraJ 
Psychiatry. 1959. 
注 41)斎藤 間夫 他者知覚における快・不快¢感情と向己知覚の燭係 日本心理学会第 21@発表論文集， 1963. p550. 
注42)水島他 4名 グル プーカウYセリングの実験的研究 日本心理学会第 29回大会発表論文集， 1965. P. 4la-422. 
注目)注4)と伺縄書(邦訳 P. 1 ~I .) 
注 44)加藤 義明 New Look心涯学の展望 「心理学研究j 第36者3号 円本心理学会 γ1965. P.140. 
往 45)注34)と同掲容
注 46)小川 槌之 自我の強さ (EgoStrength)の測定に随する研究 ，東京教育大学教育学都紀要第 11巻 19h5. P. l' 
-121 
注 41)Rorschach， H. Psychodは gnostik.Hans Huber. 1921. (邦訳 東京ロー ルシャ戸、研究会訳 「精神診断企
牧番底.19S!.) 
注 48)Klopfer， & Holt， R. B. Developments in the Rorschach Technique. Vol. 1， n， NewYo 
Worldsook， 1954. 1956. 
並49)I<lopfer. &白川dson，H. H. The Rorschach Technique ， anintroductory manual. New Yo 
Harcourt， Brac.， &判10redfnc.， 19G2. 
注50)注4)と悶熔符(邦訳 P. 201. ) 
注注 51)大石尚子{由 児議の主体性を重んじた創造学習について 神奈川県立教育セ'/ ~ - 研究報告3，1965.p.61-7U. 
注52)Gordon. T. Group -centerd leadership. Boston : Houghton九1ff in， 1 9 55. P. 1 6 7 -1 68. 
注目)注35)と間縄書




注目)注 5-1)と悶娼書 P. 54-60 
注目)注 46)と同尾容 p.114 
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注 60)注目 )と同掲害 P. 66 
住 61 )注 54)と同j出番 P. 119 -133 
li 62)注54)と同掲書 p.138-139 
注 目)注54)と同補筈 p.114 
注 64)註54)と問潟替 p.152-J55 
注65)注5i)と同m舎 p. 152ー 155
注 66)繰戸 幡太郎 心理学における価値の問題 日本心埋学会第 26回大会発表論文集 J962.p.33 
注 67)Cri的 11，J.， Solomon， H. & Suppcs， P. (Eds.) MathcmaticaJ 坤 thodsin Srn a 11 Group 
Processes. St8nfordνathem I1t ical 只tud'iesin the Social Sciellccs， VJiI， Stanford Univer-
sity of Press， 1962. 
注 68)EIse， P.enkel -B. Intolerallce of 8田 biguity as an e皿 otion81and perceptual personali ty 
variable. J . Pers.， Vol.沿，'IH. P. 10 gー J43. 
注 目)戸田・寺岡 数学的心理学級観 「心胆学研究j第36巻 第2号 日本心到!学会， 1965. p.76-93目
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用する長期間θ定期的研修を実施するものであり，カウンセリング 演であり，心理倹査，ロ ルー・プレイング，事例観察記録研究 ，ワ
tr.隠する実践的経~学習と臨床的研究をする機会を与えようとする クー ・ショ ップなどの7実習を実施した。
ものである。 研究論文作成tt_，研修員が個人的研究課踊について，自主的に調
カウンセラー の養成11:.関しては，力ウンセリ yグがきわめて自己 査研究l."その成果を論文としてまとめるものであり，研究内容の




昭和 40年度中学校カOンセラ 長ー期研修員は 9名であり， I があったので，との教育実技研究集録には，これらの研修員の方身
か年間の定期研修を実鈍した。研修内容を便宜的にわけてみると， の研究内容の掲載を割愛した。
E ロール・プレイングによるカウンセリング実習の概要
ロー Jレ・プレイ Yグ(r<te playing回目hord 役割演技





面があるといわれており ，これらが自主的に総合的に行なわれると ロー ル・プレイングによるカウンセりングの実習効果
ころに特色がある。その一つは ，学習的側商であって，知的学符を Eの方法による実習は ，カ ウンセリングの直接的経験を得るた
経験的に深化体得することになるので ，統合的学習が促進される。 めに，効果的な実習万訟であるといわれているも@である。実習
を@二つは，訓練的側面であって.円満なメンパー シップ (memー での役割D遂行は，実習の事態K関する適応の問姐である。実習
bership 成員性)に必要な対人的感受性を培う ζとになるので， 経訟を役割程議から説明すれば，次のようK考えられる。




ι の実習の目的・方法は.~に記すとおりである 。 ということになる。たとえば ，役割への期待として，カウンセラ
1)目的 にーはロジャーズのカウンセラ のー態度的条件をみたす Eと，p 
実習に参加する個人個人が，カウンセ 7ー としての資質を培 テイエ Yトには悩みもつ人間になりきるとと，実習観察者Itは実












4)カウ yセラー ・ロー Jレの実習は午前に行ない ，クライエン
ト・ロ ルーの実習は午後に行なう。なお ，実習終了後参加者
一聞は，実習に闘する共同研究協議を，約 60分行なう。
1 参加者 5 )実習を円滑に実施するために ，これに関する予行絞習その
昭和 40年度中学校カウンセラー長期研修員 9名(男子) .夏 他を行なうこ止もある。
季集中研修特別研修員(中学校教員)2名(男子) .研修担当所
員 (教育担談専任担当カ ウ:;-e7-) 5名(男子4名・女子 l名) :3 実 施
計I6名 1 )笑習は当教育研究所 (教育相談専用面接相談室その他)に
おいて .89和40年8月II日.1 2日.I 7日.1 8日，




Z)lVf修員と研修担当所員との}つの組み合せにおいて .Ii<:初 3 )研修員・特別受講者のうち， 3名lr-校務上の事情などがあ
研修員は，カウンセラ の役割演技(以下 カウンセラ ・ ったので ，延3日間実習に参加できなかった。
ロ ルーと唱す)を行ない，次に研修員は，研修担当所員と役 4 )実習中とその前後において.Iクラ イエント・ロー Jレの遂
割交換し ，クライエYトの役割演技(以下 クライエYト・ 行過程における人絡変容に隠する研究jととの研究の検査担i
ロールと略す)を行なう。 定を，それぞれの研究上旬手続きによって実施した。
付第1表実晋傾序とそ¢組み合せ
資 E 2 3 5 l 2 3 4 5 6 (符号説明)。 実習グルー プ
イa ウe 工d オc 'Tb キc ?b ケa コe tJd サc
R 実習実施順序
N 実習実施回数
2 ウb エa オe 'Td イc クd ケc コb カa キe サd
1-サ: 研修員
ト一一一一一 a-..e: 研修担当所員
3 工 C オb 了a イe ウd サe コd カc キb クa サe I 
4 オd 7c イb ウa エe コa カe キd ? c ケb サa
5 ウc エb オa カb キa クe ケd コc サb
E 検査測定の内容
この研究に使用する諮検査・諸調査は ，実習事態との関係状況の ζれらの誇総査.論調査の検査測定事項.下位検査項目・諭査項
知覚に関する調査(以下 RPIμ、う).不安測定検査(以下 目を .次に図表化して掲放する。なお.CAS ，M1ν'lPIについて
CASという) ，経験・情緒の状態に備する調査(以下 EErと は，日本飯と して桜準化され市販されているので ，検査内容の桜安
いう) .指導観に隠するflj査(以下 G 1 rという) . U.ソタ多 を，検査使用の手引書・解説書tL基づく紹介記けにとどめたい。
面人格目録検査(J2，:下 恥仏~p 1という)の5種類である。
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1 R P I 
RPIO調査察I'i. 1 0調査項目の左右 .r非常にJとの間を.1品等評定段階 (-3--ト3)rc .記入評定する形式に作成した。
付第121RPIの調査業 Oのなか@数字は調査項目I号である。








↓ ↓↓ L↓↓ ↓ 
心のうちとけた① ト トー ト トー | トー 1(1)心に阿てのある
あたたかい②ト トー トーー トー !ー ・ト Iー@つめたい
狭い③ト トー 卜ーー 卜 n トー ト ‘I@広い
あかるい④ 1・ー ト句ト トーー |ー |ー I@くらい
ばらばらな@ト トー トー。ト-1-ート lー⑤まとまιりのある
きっぽりした@1-ート 1ー・1--1-ート-]@ねちねちした
自分の気持を深めるととができる⑦ト lーー トートー |ー トー l⑦自分の気持を深めることができない
新しい見方・感じ万がひらけてくる@ト トー トー ト トー 卜 ー l ③新l-~、見方 ・感じ方がひらけてとない
ζ@関係は自分の気持とずれていなし.@1 --1--1 --1--1ー ト lー①この関係は自分の気持とずれている









































EE I の簡査項目は，経t.~型 (ExT) においτ ， 外拡的経自主 と略す)，内的統申iJi1(以下 1 cと略す)にわけられている。
型(以下 Epと略す) .内鉱的経t負担 〔以下 1 Pと略す)に EEIの調査察I'i， 46 JHt項目での fたいへんよくあては
わかれ ，情緒統制型 (EmT)において，外的統制型(以下 Oc まるjと「まったくあては荒らないjとの防をー10-ト1.0 
- ~ 5 ー


















































































































































( 4 め生徒たちが~良の解決に到達するためには v しばしば教
師の援助が必要である

































































(7り学級の リー ダー は特定の生徒の能力や資質にもとづいて
決ゐるのではなく，むしろその時の学級の必要に応じて
適任の生徒を選ばせるのがよい
、ー ザウェー(出thaway• S. R .) .マyキYレイ (Mcー ル1J¥.1PI li.次に示す個人適応・社会適応It関係する人格特性
Kinley. j . C.)のミネソタ多面人格目録検査 (Minnesota を14の尺度(妥当性尺度 ，臨床尺度)で測定する項目後査であ
Mul t iphsic Pers。凶1ity Inv凹 tory)のS，?;:版として って .5 5 0の下位検査項目からなり ，検査の実施結果の粗点か
諜準化されたもむである。(阿部満州著 三京芸) ら.1;;準得点 (Tスコア)が求められるように作成されている。
38ー
付第3表J'VIMP1測定尺度とその人絡特性
人格特性 符号 得点 ・ 尺度 尺 度 の 内 容
? 畢主 f.町 点 臨床尺度の信頼性に関する指隊
妥当性 L 強 布耳 点 臨床尺度の妥当性 ・防衛的餓度に関する指綴
尺 度 F 3市 Zご 当 性 t尋 点 検査央指上 の適切 に関する指綴
K K 点 ~皮一般を示し ，臨床上の取り扱いに関する指標
Hs Jし、 気 症 尺 宮Z 身体機fil!やその症状への関心、と不安に関する指傑
D 抑うつ性尺度 相対的な気分に関する尺度
liY ヒステリ ー 尺度 転換性ヒユテリ ー 症状との英国似程度に関する指原
Pd 精神病質的偲傍性尺度 敵~ . 量j{&盃のトラブノレ ， 反社会的行動に関する指縁
J¥l1:f 世主 皮 尺 喧E y3怯的傾向か女性的傾向かに関する指標
臨床尺度







1) RP 1 について
. 品等評定段階尺度は .r非常に」を~3 ， rかなりjを土







3) EE 1 について
・ 品I~評定段階尺度は 0， 0を1b舶に .0， 0より「たいへんよ
〈あてはまるj寄りの評定反応を$とし.0， 0より「まった
(あては主らないJ寄りの評定反応めとする。
・ー10-斗 L0まで1..' '_ :'i.をS段階Kすろため，-L 
。..，-". 7までき一ー・- ~- - O， ~ :tでを 1 • -0，2 
~レi.f-ct白- 3-戸 む までを+ 1.十 O.1~十
4) G 1 1 について
・ 研修包当ifr員5名Ir.. G 1 1を実施し，その平均的評定反










u準得点 (Tスコア)を求める.さらにHs(心気症尺度) . 
Pd (稽神病質的偉い性尺度) . Sc (精神分裂性尺度). 
Ma (，径そう性尺度)の5つの尺度の組点は.各尺度の議gl
カを高めるために ，一定の比掃を乗ずるとい'lK修正をする
u守でモー 2~ ~ 二 E-;af る，
ζとになっているので.r似 PIの集計表のHs.Pd，
-39-Sc.Maの各}{民組点は .K修正点である。
1 R P 1の集計表
付第 4表 RP!ID集計
限1 '1" 2 5 4 5 6 7 
1 1 1 1 1 2 





4 1 1 2 1 
5 1 1 2 
t. 5 5 5 :> 5 6 7 
1 2 5 。21 -2 5 2 
2 2 2 E 21 -2 5 5 
5 2 2 G 21 -2 2 5 
B 
4 2 C 1 1 -1 2 1 
5 五 21 -2 21 -2 5 5 
t.I 10 11 -2 守 -9 13 12 
1 2 2 1 1 2 2 
2 2 2 2 21 -1 1 
5 2 2 2 2 2 2 2 
C 
4 2 2 2 2 2 2 2 
5 2 2 2 z 2 2 
t. 91 10 10 ? 6 8 ? 
1 1 2 。
7 1 1 2 1 日
5 1 2 1 
DI-一
4 1 。2 
5 1 1 
トー一一 トー 一
t.1 5 5 5 7 5 b 5 
1 2 2 。2 D 2 2 
2 2 。21-2 2 。
















i :鷲査項目 .N:実習実路回数.1 偶人 ，X 得点平均値
T" 
9 10 T. 1 2 5 4 5 6 7 8 。 10 T. 
1 1 11 1 2 2 2 1 13 
1 1 8 2 2 2 2 2 2 2 
10 2 2 2 2 1 2 21 16 
11 2 2 2 2 21 15 
1 1 11 2 2 2 2 2 2 2 2 2 31 21 
5 5151 8 ? 7 7 61 10 ? 8 9 0183 
2 21 16 5 21 -2 31 -2 2 z 2 3 31 16 
3 21 17 2 5 2 21 -2 3 5 3 2 31 21 
一
2 21 16 5 31 -1 21 -2 2 2 5 2 31 17 
2 21 11 2 21 -1 21 -2 5 2 2 3 21 15 
ヤ一一
3 31 17 2 2 。21 -2 2 2 2 2 21 14 
12 11 77 12 12 -2 11 -10 12 1 12 12 13 83 
2 21 17 2 2 1 1 -1 01 -1 1ー 1 5 
2 21 14 2 2 2 2 2 2 3 2 3 2 I 22I 
2 21 20 2 5 3 2 2 2 5 3 2 3 1 25
2 2120 2 5 3 2 5 3 2 2 2 21 24 
2 21 18 2 2 2 2 2 2 5 5 2 
81 10 10 89 91 12 12 ? 8 91 10 91 10 10 98 
。 ? 2 1 1 2 1 21 13 
「ーーーー。 1 ? 2 2 1 1 -2 2 1 2 2 3 1 14 
11 2 ? 2 2 2 2 2 1 17 
10 2 2 5 2 2 2 5 3 3 3 1 25
10 2 2 2 2 2 2 2 2 1 8 
一 同一ー ・ー
5 5 5 ・49 91 10 7 8 5 9 1 10 9 1 10 12 87 
1 2 21 15 一2 ー2 o 1 -2 2 2 1 1 1 -2 01 -2 
。1 1 8 11 -1 01 -1 。-1 -1 1 1 -2 
-1 2 o 1 -1 01 -1 -3 -2 I 0 -7 
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E 4 1 。1 1 -1 日 1 。 1 5 2 2 2 2 2 2 2 2 2 21 20 
5 2 。。01 -2 。。。。 2 o 1 -1 。1 。。5 
t.1 9 81 -1 71 -3 4 5 日 5 51 37 2 51 -1 5 1 o 1 -3 31 14 
2 2 日 31 -1 。 。1 ? 2 2 2 21 -1 。。 1 10 
2 2 2 2 1 -1 。日 1 1 2 21 11 五 2 。11 -1 2 z 2 2 21 15 
ーー
5 2 2 。2 。2 2 2 2 21 16 1 1 2 1 01 -1 01 -1 1 5 
F 
4 2 2 。2 。1 1 。 11 10 玉 2 o 1 -2 。2 2 1 21 11 
一ト一一 一
5 2 2 。 。2 2 1 12 2 2 。1 1 -2 1 2 21 10 
t.1 10 10 2 71 -1 5 7 4 7 7158 11 q 4 31 -4 5 4 4 5 81 49 
1 2 2 1 2 2 1 1 2 21 16 2 21 -2 21 -2 2 5 5 5 31 16 
2 2 2 3 2 2 3 2 2 2 21 22 2 2 5 2 2 2 5 ろ 五 31 25 
5 (2) 匂 (3)1 C今 (2) (め (2)1 (2) (め (2~ 22 ~)I (め (玲 (勾 (勾 (2) ω(3) (劫 (3)1 25 
G 
4 2 2 2 2 2 2 2 " 5 31 22 2 2 5 2 2 2 2 2 2 31 22 
4 2 2 2 2 2 2 5 5 2 31 23 2 2 2 2 2 2 5 3 3 31 24 
一
t J (10) (1ω (11) 。)1(10) (12) (10) (10) (11) (1~ (10~ (10) (10) (9) (10) (6) (10) (14) (14) (14) (15) 112) 
1 2 2 2 5 2 2 2 2 2 31 22 2 2 5 2 2 5 2 2 121 I 
2 1 1 。日 1 1 。1 7 2 2 2ー 1 1 2 2 21 12 
一3 2 1 2 1 2 1 21 14 2 2 2 2 2 2 2 2 2 21 20 
日
4 1 2 。1 2 1 1 1 1 11 2 2 1 2 2 2 2 2 2 21 19 
5 1 2 11 -1 2 2 2 2 21 14 2 2 2 1 I -2 2 1 2 2 21 14 
t. ι 7 も 6 ι 7 B 7 ι 守 68 10 10 7 6 5 q 91 10 10 10 86 
T. (57) (5乃 (36) t5 0) (26) (51) (50) (39) 。2)(56) 474) (60) (64) σ1) (44) (23) (59) (59) C)6) (57) (7ω 
(x) 1.42 1.42 0.90 1.75 065 127 1125 10.97 1.30 1.40 1.18 1.50 1.60 127 1.10 0.57 1.47 1.47 .40 .42 j1.75 1お
L ー -ーー ーーーー
( )は翁査資料を欠くととろを示す。統計的検討にあたっては，その前回と閉じ得点を代入して実施する。
2 CASの録音十表
(符号説明)S:得点{r. s.:因子得点(組点). d. s. :.僻得点(不安得点)} . F:不安因子
付第S表 ( J )検査実施回数l@.i目
行そ
L S 
A B C D E F G H T 「弐 d. s. E F G H T. A B C D i互)
Qi-J 6 8 5 7 5 1 01 31 一電喝(3寸 5 6 2 5 5 5 2 29 1 1(3.62) 
oー} 7 4 6 7 2 。。31 29 dー) 6 4 5 ι る 1 1 29 31 (3.62) 
L 2 4 5 7 。01 20 L 5 5 5 3 ι E 2 29 21(2) 
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(2 )検査実施回数2回目
Q~) 4 5 5 8 b ;I: c(-) 5 2 5 8 5 3 Q~-) 30 4 5 2 5 6 5 2 31 (375) d伊) 27 3 5 5 6 5 5 5σ5乃
L 5 4 7 。B る 。 26 L 4 5 ι 2 7 4 2 33 31 (4.12) 。 21 10 ι 31 10 3 4 01 38 
トー 一ー
Q4 5 6 3 5 6 5 3 1 1 32 
25 。 1 6 4 2 6 2 5 1β.12) 
~ 5 5 4 5 5 4 4 254 (42弓
T. 17 21 35 18 8 61152 
25 T. 5 4 4 3 6 5 1 1 (3.12) 
(3)検査実施回数3~目
Q~-) 5 2 2 E 6 5 (1) 
oー) 4 る 4 3 2 1 (。 2 19 
Qi-) 5 5 る 5 5 5 (の 52? 
(3主2主5 
cH 4 5 4 5 J ヲ 2 (1) 31 (2.9乃
L 2 8 1 7 2 ω) 01 21 L 5 5 7 3 6 5 (の 29 21 (3.6勾。 8 6 7 13 2 (4) 1 1 42 。 5 4 4 7 1 (事 26 11 ~.25) 
Q4 ι 5 2 6 6 6 (お 21 34 Q4 5 4 5 5 5 5 ω 34 31 (425) 
T. 18 17 22 20 (Eり 81143 T. 3 5 4 
一 一一一一一一一
5 5 3 (乃 1 〔2B7)l
(4)検査実施回数4回目
Q~-) 2 (今 2 5 2 1 1 01 13 Qt) 5 (司 5 5 5 2 2 20 11 ~5Õ) 
d→ 5 (~ 4 4 5 日 4 61 31 
。i;-jL 2 (1) B 4 6 2 D 
dー) コ (弓 4 4 5 4 5163) 
31 L 3 (司 7 5 ι 5 2 2_il坦7)_。 。(8) 4 8 9 2 5 31 37 
一
24 。 1 (.5) 3 5 5 2 21 (3.oO) 
~ 5 (3) 2 6 5 8 5 51 37 Q4 s (唱 5 5 5 6 4 37 51 (462) 
T. 14/ (1η 2日 25 27 13 11 14 141 
1 
22 T 2 (め 5 4 5 2 21 (2万)
( 5)検査実施回数5回目
Q~-) 2 4 。21 10 4 1 01 23 Q~-l 5 4 1 5 7 4 2 1 I (3.15) 
cH る 4 4 6 3 。2 01 22 dー) ろ 4 4 5 3 22 1 1 (2.75) 
L 2 E 1 8 。。01 20 L 5 5 7 5 7 2 2 2守21 (5.62) 。 6 5 10 2 4 21 31 。 1 4 5 6 z 1ヲ1 I (2.5乃
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( )は調査資料を欠くとζろであり，統計的検討にあたっては，その前回と同じ得点を代入して実施する。
5 E E 1の集計表
(符~説明) T :調査実施 (BT:実習事前 .AT 実習挙後)
付第6表 Epの集計
実 BT AT 2 3 4 5 6 7 8 守 10 T 2 5 4 5 ι 7 8 9 
A 1 。。 2 1 01 -2 3 1 ， 。。 1 。。。 5 
B 2 21 -1 。。。 日 6 。。。日。 。。 1 5 
C 2 2 :、4 。。 o 1-1 1 1 。。 。日D 5 
D 。 。 01 -1 5 1 。o 1 -1 6 
E 2 2 。 D 01 -1 2 B 2 2 2 。日。 2 11 
F 。 。 D 日ー 1 2 日 。 1 01 -1 。 4 
G 0 ・-1 日-1 。。。 1 1 1 1 1 1 1 -1 1 自
H 2 。 21 -1 。 8 2 2 2 2 。 2 。 o 1 12 
T 8 ? 6 5 4 4 41 -4 2 日38 ? 8 7 6 7 5 71 -2 4 3 1 54 
(X) 1日1.12 0.75 062 口50050 050 日25。日 0.47 1.12 1.00 0.87 日.750.87 。.620.87 日25日50日370.67 
付第 7表 1 pの集計
限 BT AT 2 3 4 5 ι 7 B q 10 T 1 2 5 4 5 も 7 8 守 10 T.I 
A 11 -1 。 2 日 。 4 。。日。日 D 。 5 
B 日。。 1 1 -1 。 4 U -1 。 01 -1 。 1 1 -1 01 -1 
C 。。 o 1 -1 1 日 。 3 。 1 。。 1 。る|
ド一一
D 日。 11 -1 日 1 11 -1 01 -1 。日 11 -1 。
E 。。 1 司 1 2ー 21 -2 2 日 1 1 1 1 -1 D 2 。 7 
F 01 -1 。 01 -1 。 11 -2 。。。。日日 11 -1 。 1 1 
G 日一1 。 1 1 -1 日 1ー 日 。日
H 日-1 。日-2 21 -1 21 -2 2 1 。 1 1 -2 21 -1 1 2 7 
T.I 2 -4 c 4 -3 ーも11 -4 ろ 色 q 5 1 1 1 5 -1 -21 9 28 
叫 2 05C 0.00 050 0.37 0]5 ~IÕ50 0.37 075 0.11 0.62 0.12 0.251.12 0.12 
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付第8表 Ocの集計
ミ BT AT 1 2 5 4 5 6 7 8 ? 1日 T. 1 2 3 4 5 6 7 B ? 10 T 
A 。。。21 -1 ー1 1 。01 -1 日 1 。。日 。1 。。日 3 
B 。。 01 -1 -1 。日 。 口 1 日 日一1 。日 日 。
C ー1 。01 -1 日 。。01 -1 ー4 日 。1 。。。。。。。
D -1 11 -1 日 。日 01 -2 -1 -1 -1 ー1 。1 1 -1 -1 5 
E 01 -1 2 21 -1 。口 日 。5 。。2 01 -1 1 日 日 。。2 
F ー1 -2 1 。 -6 -1 日 01 -1 。。日 -1 -1 -5 
G 1 日 -1 日 01 -1 一1 -3 。1 11 -1 1 1 -1 -1 
H 。21 -2 11 -1 -1 -2 ー2 -2 2 2 21 -1 1 1 -1 -1 2 
T. -5 一2 51 -3 日 41 -3 ー4 -6 -15 -3 5 81 -1 1 日 4 1 -4 -4 ィ1_ 0
(x) 062 02510.62 0.37 日.12日日D050 037 0501075 0.18 0.3710.37 1D010.12 日申色ODO 050 050 050 
付第9表 lcの集計 (BT)
IX 1 2 5 4 5 6 7 B 可 10 11 12 13 14 15 16 T. 
A -2 1 2 2 2 2 1 1 -2 21 -2 11 -2 2 2 11 
B 。 。日 -1 。ロ 1ー 11 -1 日 。1 日戸
C 一1 。日 1 日 1 1 11 -1 01 -1 。日 。
D -1 1 11 -1 1 1 -1 01 -1 。。
E 2 。。。 2 2 。。 。 1 1 
F -1 。01 -1 2 01 -2 11 -2 11 -1 。11 -1 
G 1 。。1 1 1 -1 01 -1 。。。。日 2 
H 1 2 2 21 -2 1 1 -2 1 1 -2 2 21 10 
T. -5 ι 5 4 2 8 ? 51-10 81-10 41 -7 5 7 61 351 
(司 0621075 日β21050日251.00 1.12 062 125 1DO 1.25 050 0871037 
付第 J0表 1 cの集計 (AT)
1~11 2 5 4 5 6 7 8 ? 10 11 12 13 14 15 16 T. 
A 。。。1 1 。1 1 -1 1 1 色
B 。日 日 日 。日 日 日 日 日 日 日 日 。2 
C 日 1 日 1 1 -1 日 。。。1 1 1 8 
D -1 。。1 1 1 -1 1 1 -1 01 -1 。。。2 
ー
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E 01 -1 。自 。。日 。 1 I -1 。1 1 4 
F 。。。日 1 1 01 -1 。。01 -1 。。01 -1 
G 。1 1 1 1 1 1 -1 1 1 -1 11 -1 1 q 
H -2 2 2 1 2 2 21 -2 1 -2 1 1 -2 1 2 21 11 
T -5 4 5 4 5 5 7 61 -5 51 -6 51 -6 5 6 61 41 
(i) 062 050 0.62 050 062 062 OB7 OJ5 日.620.62 OJ5 口62OJ5 062 。75OJ5 0.32 
4 G 1 1の評定基準
付第2図 G 1 1の評定基準項目
+4 74 ..........・ e・・・a・・・.............ー・ ・.................... きわめてよくあてはまる
制ト339 48 57 
BU q
+2 7111 18 22 25 32 59 63 69 ..ー ...................・ーー........ー.... かなりよくあてはまる
等
+1 21 3 9110 17 21 23 26 33 37 41 42 50 61 68 If 
定 日 512 14 15 19 24 27 35 36 38 40 45 46 52 54 沖21711吋段 どちらでもたい
階
-1 618 13 16 20 28 ?9 五日 34 43 44 53 58 67 72 尺
度 一231 47 49 51 55 60 65 66 73 ..・ ・・・・ー.....ー・.......・・・・・ー..・ー・. かなりあては土らない
-3 11 4 70 
-4 64 ..・・・・・・.・ー・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・... まったくあてはまらない
5 MMPIの集計表
(符号説明) S:尺度 (Sv:妥当性尺度 .Sc 臨床尺度)
S' :下位尺度
付第 11表 MMPIの集計 (r.s.) 
際 Sv Sc ? L F K T Hs D Hy Pd Mf Pa Pt Sc rvla S， T 
A 88 5 15 109 21 23 19 18 18 7 4 41 10 91 114 
B 14 8 71 11 40 81 32 18 18 30 I 10 28 40 17 37 238 
C 22 6 31 20 51 61 26 19 24 23 6 12 81 18 14 156 
D 38 4 51 13 6日 11 18 23 20 16 91 12 81 14 15 146 
s" E 63 6 5 11 日5 31 19 12 21 14 41 24 24 17 16 154 
F ? ? 41 20 42 6 22 18 20 17 5 61 18 19 11 142 
G 13 6 21 25 46 31 22 22 22 22 5 81 18 ー17 15 152 
H 23 5 31 21 5口 91 25 19 20 21 71 10 12 13 11 147 
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t. 270 47 30 136 483 48 187 150 163 161 51 104 132 125 
A 82 4 2 13 101 5 1 22 13 1 17 2 6 2 5 13 96 
B 59 6 6 18 89 61 29 15 17 20 71 14 22 11 21 162 
C 。7 61 23 24 25 28 25 11 12 18 10 22 181 
D 27 7 1 14 49 21 21 20 22 1日 18 16 17 19 172 
AT E 81 6 7 71 101 21 19 81 10 18 71 28 28 19 19 158 
F -4 11 21 2日 日 20 19 13 22 5 4 6 19 11 19 
G 38 7 51 16 ι 2' 23 21 17 20 16 2' 14 19 14 148 
日 4 7 5 11 25 11 22 23 18 24 7' 14 61 17 91 151 
t. 295 55 32 40 180 145 134 168 65 98 112 117 128 1187 
付第 12表 九伽!Pl実施結果 (d.;.)矢印は標準得点以上(あるいは最iI標準得点以下)を示す
陸¥ Sy Sc 一? L F K T. Hs D 時r Pd Mi Pa Pt Sc Ma Si T. 
A ↑75 50 32 53 210 22 41 46 37 33 38 ↓21 ↓21 5日 2宮 311 
卜一一
B 52 61 46 45 204 35 60 44 37 57 46 45 61 47 56 488 
C 56 54 37 63 210 31 47 46 50 43 36 ↓71 ↓21 49 28 372 
D 64 46 41 49 200 41 31 53 41 29 43 ↓21 ↓21 40 29 349 
BT E 73 54 41 45 213 24 33 33 44 24 31 38 37 47 30 341 
F 49 65 39 ιE 216 31 39 44 41 31 33 ↓21 28 51 24 343 
G 51 54 玉4 73 212 24 39 51 46 41 28 ↓21 28 47 29 354 
H I 56 43 37 65 201 ヨ7 45 46 41 39 38 ↓21 ↓21 37 24 349 
t.1476 427 307 456 1666 245 3?:5 363 337 297 293 209 238 348 242 2907 
伊)59. 53 38. 57 52 30 41. 45. 42. 37. 36 26. 29 43 30 36 50 37 37 。 03 62 匂 37 15 12 62 12 62 50 25 33 
A j75 43 34 49 201 28 5守 35 23 31 26 ↓21 ↓21 27 272 
B 72 54 43 59 228 31 53 39 35 37 38 21 34 32 36 356 
C 40 57 43 る? 209 31 43 56 58 47 48 ↓21 28 3D 58 4日日
ヤ一一-
D 58 57 30 50 195 35 37 49 41 41 46 28 25 47 34 383 
~ E ↑75 54 46 37 212 22 33 26 21 33 38 45 43 51 34 玉461
F 44 72 43 63 222 ↓20 35 46 27 41 33 ↓21 ↓21 51 24 319 
G 43 57 41 55 19凸 22 41 49 35 37 60 ↓21 22 51 28 !:/'6 
H I 44 57 37 41 39 53 18 45 38 21 ↓21 42 22 34日
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